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急速進行性糸球体腎炎を主とした腎疾患 5例に対し，
プレドニゾロンにてバノレス療法を行ない， 3カ月の観察
期需で，腎機能高度障害剖 2例で車中クレアチニンの著
減，全部で尿蛋自の50%以上の減少をみた。前後で腎生
検を行なった 2伊jで辻組織学的活動性の著明な改善をみ
た。急速進行性糸球捧腎炎にても早期に強力な治震がな
されれば，寵床的にも組織学的にも改善は可龍であるこ
とが示唆された。 
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中枢神経症状を呈した全身性エリテマトーデス (CNS 
Jレー フoス)の 3症併に対してプレドニソロンによるパル
ス療法を行ないその結果を報告した。本護法によ久臨
床症状の改善， 血j官捕体イ直， 抗 DNA長枠及び鑓液中 
IgGなどの正常化が得られた。本察法は従来のステロイ
ド療法で、難治で、あった CNSループ9スに対して有効な治
療迭となると考えられた。 
3. 難治性高脂車症の臨来研究
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高コレステロール血症の中には難、治性のものがある。
難治d注の高コレステロール血症は，虚血性心疾患または
高コレステロール血症の家族塵を有するものに多く，こ
の中には，アキレス臆把厚や腫黄色腫で特徴づけられる
家族性高コレステローノレ血症と呼ばれる疾患があ!J，若
年で童血註心疾患をおこしてくる。このように，高コレ
ステロール血症の治療には，遺伝的影響のつよいものと
環境の影響のつよいものとを区別してゆく必要がある。 
4. 柏地区における高血圧の臨床疫学的研究
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高血圧症の治療体系の整錆を目標として，今日の降圧
斉jを中心とした高畠圧療法の開題点を第一線の宮療機関
のレベルで見亘しをした。調査対象は千葉果桔地豆の医
師会会員28名が設ける診療所へ54年 8月15日，.， 9月30吾
の開に受診した新患及び、再来の高血圧患者1078名で，高
血圧の治療方議と各種合併症，血中脂費，電解費，環酸
等との相関をみたところサイアザイド剤に従来からいわ
コレステロール抵下HDL京酸↑に加え ↓，K+れる
作用のあることがみとめられ今後降圧剤と指賀代詩?につ
いての研究の必要性があろうかとなった。 
5. 髄摸炎に SIADHを合詳した 3例
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SIADHによると居、われる低 Na血症を合併した髄摸
炎の三症例を報告した。いずれの症例も，髄膜炎の改善
